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集合一午後1時同所正門受付

自午前9時

自午後4時

北脇市太郎氏

石 )II 郎氏

自午後4時半

自午後 5 時

自午前9-時

自午後1時

カ ー バイド． 石灰窒素及び誘忠怜研究の進展

界面電氣化挫の話問題
工莱分析化駆に瞼する最近の研究

電氣椴錆技術の進歩

電氣化駆工業株式會祉

遁信省翫氣試瞼所

東京帝國大駐第一工限部

・東京帝國大岨第二工駆部

東京第二陸軍造兵廠板橋製造所王子工場 （省線王子騨より徒歩 10 分（市電三停留）市砲尾長橋停留所前）

集合一午前 8 時 30 分同所正門受付 見駆時間一午前 9 時～10 時 30 分

昭和電工株式食甜川崎工場（硫安） （省線鶴見騨より臨港電車「昭和」下車徒歩 10 分）

集合一午前 9 時同所正門受付 見慇時間一午前 9 時 30 分～11 時

昭和農産化工株式薗祀llr崎工場（アルコール， 合成酒）

（省線川崎葬より京預川崎大師行電車「味の素」前下車徒歩5分）

見既時間一午後 1 時 30 分～ 3 時

晩餐會， 見學會参加申込要項
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4 月 20 日（見慇許可手緻上必ず期日迄に到陪するやう御申込のこと）

晩餐會々毀 金 10 闘は振替にて御彿込のこと（申込田と同時に彿込み下さい）

見限各瑣150名

見恐は3班の内何れかの1班に参加ク）旨明示下さい． 不明のものは無妓と致します．

参加決定の上参加證を送附致します． 参加證は営日受付に御示しのこと·

見径は睛雨に拘らず決行します． 見駐先， 會員の迷惑にならぬやう渠合時間厳守のこと·
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學 術 講 演 （申 込 順）
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氷晶石に劉する金屈アルミ＝ウムの溶解現象

防沫油肝施行苦鼈池に釘する充露蘭の影特に就て

無機寵解反應の研究（第1報）

高融勤化合物に闘する研究（第3報）

．
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6

高周波絶絲碍子の研究（第1報）

虹工業大朋雷氣化墜科匹有機電氣化朕研究室北

＿東京工業大叩謬材料研究所｛讐

東京工業大射建築材料研究所儡

Sn, Mg, Ag, Cd, Sd等を鉛硫酸系菩電池の活物質に混じたる試み

／
 

財園法人型田理化躯研究所

7. 炭素電極製造に於ける粘結剤の粘結性と粘結機構（題日斐更） 昭和電工大町工場腐
諏

8. 非緩衝溶液中に於けるニトロ化合物の電解 京都帝國大駐混嘩林奎化閲鱈｛悶

9. 鉛茜軍池陽極板の放電容品と協極活性物質の組成闘係に就て 横高等工業駆校
帝國浚明協會
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活性物質に闘する研究（第1報）

鐵と共存する難溶亜鉛の溶解回牧に就て

「バガス」を原料とずる「パルプ」製造の研究

アルミ残灰よりの白色アルミナ質砥粒に就て

東京帝國大船第二工駆輝用化税科｛魯
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商工省大阪工業試験所儡

水素水蒸氣虚理に依る磁性酸化鐵電極の改良

日本船術振興會第17特別委員會第1分科會主査

珪酸及び捗土の容虻分析に就て

アルミン酸ゾーダ惰液の炭酸化に脳する 一研究

硼酸製造に闘す る研究

超音波の化困，的利II]に就て
（弟1報）褪過，攪拌，蒸褒操作への利／rJ
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創立十周年記念大會學術講演要旨

自午前91.0

(I) 防沫油層施行蓄電池に酎する充電塁の影響に就て 選信省紺氣試瞼所篠原正男氏 (20 分）
防沫油肝施行蓄紺池に就て電池の放笥址に到する充紺址を種々に菱へ，充電址と紺池に毀する油肝の影啓との腿係を求めた．200 サ

イクルに亘る‘肛瞼の結果，充霞址の大なるもの程油府の影惣による容祉被少の著しいことを認めた．

4月30日（金）

Sn, Mg, Ag, Cd, Sb等を鉛硫酸系蓄電池の活物質に混じたる試み
財圏法人既田理化松研究所知久健夫氏(25分）

掲記の諸金関を硫酸系蓄術池の活物質たらしめることは夫々肌獨では甚だ困難なことに屈する．それらの金局が鉛蓄電池活物質に混
ぜられたとき菩砲池の性能に如何なる影密を典ふるかを定め新に採用の可能性ある崩芽を探求せんとして試みた宜駿である．

(2) 

鉛蓄電池陽極板の放電容蘊と陽極活性物質の組成との関係に就て
諏高等工業麟木下恭二氏 (20 分）

帝國酸明協會烈田研究箕 I] 、ITI 和）江氏
鉛菩電池陽極板の放軍址が極板を構成する活性物質の組成により斐化する状態をやl..系統的に調査せる結果である．主として酸化鉛

を練成し，揖充する際に用ふる稀硫酸の没度使用址との躁係につき述べる．

(3) 

墜化パリウムの電解に依る瞳素酸パリウムの製造に就て
瞑エ菜大尿電氣化駆杉野喜 一郎氏（15分）科相幾電氣化挫研究室｛北原新六郎氏

筆者の一 人は以前より平澤翫信，愛谷美彦氏等と共に墜素酸カリの代用としてマッチに使用する研究を行つて来た．其際純照素酸バ
リウムは頗る耐烈性で大堕叙上の11的に適する が，之に微祉の照素酸‘ノーダを混ずるものは著しく其耐視度を祓じ「マッチ」薬品とし

て安全に使用し雖いことを知つた（未我表）．翻つて現在應素酸バリウムの工業的披法を見るに熙素酸‘ノーダと應化バリウムとの複分解
に依るのが普通である．然るに本法は通常行（まるq憩素酸ゾーダと璧化カリとの復分解に比し相裳困難なる勁が存すると共に製品中に
應素酸‘Jーダの混入する惧れがある．荻者等ほかLる煩瑣を避くる為純隈化バリウムの直接濯解にて喪素酸バリウムの製造を行はんと
した．其結果此の宅解は普通の食甕鼈解に依る甕素酸 ‘ノーダの生成と多少趣きを異にし，t四行の霞解條件にては種々の不合理を伴ふこ

とが分うた．そこで之等の黙を解決せんとして研究を試み本笥解に適する特殊紺解條件を決定し好鼈流能李を以て堕素酸バリウムを製
し得るに至つた．之等の結果に就き報告する·

(4) 無機電解反應の研究第 1 報）

日本胚術振興會第17特別
委員會第1分科會主査

應素酸ナトリウムを製するに営り用ふる磁性酸化鉄の陽検は爾氣櫨より熔融鉗造するを常法とするが，その製品を更に水素水蒸氣慮
理なる新工程にかけるときは，電流故李上・ り，附梱の消耗少くなり，霞栖の考命極めて永くなり，甚だ良好なる妓果を典ふることを示
す．昭和軍工株式會乱／廣田工場に於ける伐験結果を引用する．

(5) 

休

水素水蒸氣虞理に依る磁性酸化徴電極の改頁 直人氏(30分）

食 休

憩

憩 ―

自午前10.40

組山

自午後1.10

非緩衝溶液中に於けるニトロ化合物の雹解
京都帝國碍混朋 °

鈴木 信氏 (25 分）部林産化玲＼研究室｛舘 勇氏
非緩衝溶液中に於てニトロ化合物をポ ー ラログラフ法に依つて笥解遠元する際にはそ少坦元波形が緩衝溶液に於けるものと異つてゐ

る．その相違は雨者の水素イオソ補給能力の和違によるものであり．且つ水素イオン淡度が還元波形と躁係あることを知つた．それ等
の幽係に就き宜験結果を報岩する．

(6) 有機化合物電解還元屋研究（第33報）

(7) 研酸製造に開する研究 雅尺尉15分）東京芝浦霰氣株式會祉 °村I:
安材化座研究所｛輝

小藤石，爾氣石より硼酸抽出に闘する宜験結果に就て述べる．

畔エ芦麟源化脹研究所（。詈攣 (10 分）
國俊 ―英・氏

本法は亜鉛鎖， marmatite, 照領等の酸化焙燒物に存在し，而も稀硫酸に難溶性の亜銹戟亜鉛の分解法である． 従来，之が工業的分
解法の主なるものは次の二方法である．即ち（1)浪硫だ ＇ごより亜鈷を鐵と一緒に溶解する方法と，（2)高温(1,000℃以上）にて炭素に
還元して亜鉛を氣化し．更に此亜鉛を酸化物として捕集する方法とである．これらには次の鉄黙がある．印ち前者に就ては使用硫酸

(8) 鐵と共存する難溶亜鉛の溶解回牧就にて



の多い事と同時に級の濶過洗湘の困難なる倣黙がある，又後者に於ては燃料の使用址の多い事と同時に器材の損耗の大なる如き映悪が
ある．本法はこれらの映黙を除くものである それには亜鉛（銅）のみに営拡なる没硫酸を加へ600℃附近にて臨理し，亜鉛（銅）のみ
を硫酸亜鉛（硫酸銅）となし，鐵は之を涸過洗漁の容易なる Fe203 tこする操作法である．

(9) 「パガス」左原料とする「パルプ」製造の研究 苛性ソ ー ダ及び堕素に依る「パルプ」化の機構に就て
東京工業大駐 °加藤典五郎氏 (20 分）咬源化瞑研究所｛室谷 立氏

南方隔のI「バガス」は葵大で．その中の繊維素は大東亜の「パルプ」安料を自給するに足る．従つて「バガス」より「バルプ」の製造は
翫要なる問題と考へらる．「メガス」の「パルプ」化には多敷の方法がある筑者は食態電解に依る苛性曹逹及砧班素を使用する「パルプ」
製造を最も適常と考へて研究に従事して居る．本報には其製造の理論特に反應機構を明かにせんとする．

， 休 憩
自午後2.30

(10) 分折慄準用試薬「食堕」並に熔融用試薬「焦性硫酸ソ ー ダ」の製造法に就て

商工省＊阪工業試験所｛。畠眉 茂呵岱（20 分）

食照中の不純物カリウム，マグ本シウム，カルシウム，倣，アルミニウム，硫酸等を除去して 99.98% 以上の熙化ナトリウム分を含
有する純品を製造する方法を述べ，更に其の製造に営り，副生する酸性硫酸 ‘ノーダの溶液を用ひて純梓なる「焦性硫酸‘ノーダ」を製造し
戦時下熔融用試薬として倣くべからざる「焦性硫酸カリ」の代用とし「カリ」咬源節約の一助たらしめんとして行ひたる研究に就て述べん
とす．

(11) 高融貼化合物に関する研究（第5報）
東京工業大躯{°鈴木信 一氏 (15 分）建築材料研究所 並木 昭氏

本報に於ては多成分系硝子を原料として製造した炭化硼素の性質を比較し又最近入手した敵國側炭化硼素製品の試験結果を述べ著者
等がエ菜的にも製造可能と考へ得る新炭化硼素の霞要なる用途上の宜地試験の結論に言及する．

ー怜硼酸硝子には種々奥味ある現象が存在するものであるが箪に炭化硼素の製造と云ふ猥黙からは特に高濫度に於ける高粘性と安定
性を利用するのが演者の創案であり又脱水過程に於ては複分解反應の低濫度に於ける促進を考慮に入れてゐるのである．此等の現象に
就て観察された種々の新事宜は営然硼酸含有鍋石の鹿理法に示唆を典へたのみならず安源利用上の庫要な意味を見出し得たのである．

(12) 高周波絶縁用碍子の研究 東京工業大底{°鈴木信 ー

氏 (15 分）建築材料研究所 既木 洞氏
高周波絶株材料の瑶氣的諾性質は種々の條件に依つて支配せられるものであるが，氣泡の影竪も無視する事の出来ない一つの因子で

ある事は著者の酋つて藪松的に證明した慮である．
疇製品の似氣孔率を正確に測定する事は種々の困難なる問題を含み現在の所殆ど不可能に近いので，先づ見掛氣孔率を測定し見掛

氣孔李と電氣的性阿との躁係を穴瞼的に求めんとして，見掛氣孔李測定法に隅し 2, 3 の考察を試み (A) 液怜を媒介とする方法，（B)

氣陸を媒介とする方法の 2 種の氣孔計を設計した．
(A)は媒容戟と開口空椋部分の容租を別個に測定する方法で，その何れも置址測定法を不可とし直讃式方法を考案した．（B)は開ロ

空船内部の空氣を一定匠空容器中に膨脹せしめてその匪力から開口空椋部分の容校を求めんとする方法で，簡箪に嵩容枝をも測定する
事が出来る．

著者等は此の氣孔計を用ひて25種のチクソ磁器に就き測定を行つた．その結果に就て検討して見度いと思ふ．
終りに臨み本研究に剪し御援助を賜りたる日本駆術振興會に深く感謝の意を表する．

(13) 超昔波の化學利的用に就て（第 1 報）濾過，攪拌，蒸授操作への利用

住友冠氣通信株式會祉研究所白石 武氏（20 分）
分析操作程度の規模の濾過，攪拌，蒸翌操作の際之に超晋波を投射し興味ある二三の現象を認めた現象は複維なものであるが大埜

の領向が判る．何れも圏表に就いて説明する．

5月1日（土） 自午前9.10

(14)氷晶石に封する金属アルミニウムの溶解現象 塵巖鷹冒倫需馨盾｛魯醤直益岱（30分）

氷晶石の中にアルミニウムが溶けこむ現象が知られてゐる．これは一匝メクルネーベルとして溶け込むのか，又は其の他の形で溶け
込むのか未だ明にされてゐない．又一般に大して問題にざれてもゐない演者はこの現象について種々官験老察を行つて溶解椴構を究
め次の結論を得た．氷晶石に毀するアルミニウムの溶解は次の化謝反應である．

4 Na3AIF叶 Al=3N叩Al恥＋ Al品
本式が桓めて頂要なる反應であることを指摘し，又＾ソペの宜験（Chem. Ztg. 1, (1889) 1) が本式により甚だ明快ti解し得られること
を示さんとするものである．



（忙） アルミ残灰に依る白色アルミナ質褪粒に就て 東京席罰大限エ限部
應用化楳科致宅水）＼••彰•郎氏(30分）

特殊鋼其の他高硬度，高強度の金蜀の研削用として白色ァルミナ質砥類（ホワイトアランダム）に依る砥石が近年衣し＜ m．要硯され，

其の増産が望まれて居るがホワイトアランダムの製造原料である純アルミナが軽金屈アルミニウム製辿月］として緊要であり此のホワイ

トアラソダム製造用に礁通し雖い朕態であることと，此IJ)純アルミナはポーキサイトからパイヤー注に依つて製造されるものであるか

ら曹達分が幾分残つて居て8ーアルミナの生成を来しホワイトアラソダム製造に不利である．以上の理由から他に原料を求める忠味で

金屈アルミニウムの加工工場に於て得られるアルミニウム屑を熔礁して再製アルミニウムを製出する場合， 一部が酸化してア/Iミナと

なり之をアルミ残灰と稲して相嘗の址に副生するので其の合理的な用途としてホワイトアランダムの製造が注目されて来て居る．故に

は此のアルミニウム屑から再製アルミニウム製造の際のアルミ残灰，之から 2 回の軍氣脳熔通に依つて得られるアルミナ熔塊，更に之

から粉悴蹄別して製出した白色アルミナ質砥類の各種製品に就き主として其IJ)化駆成分上から比較して結果を報告する．

(16) アルミン酸ソ ー ダ溶液の炭酸化に関する 一 研究 商工省東京工契試殷所鈴木 筵氏 (20 分）

ソ ー ダ石灰法に依て得たアルミソ酸ゾーダ溶液を種子分解に附して水酸化アルミニウムを得た後のアルミン酸ゾーダ溶液に炭酸ガス

を吹込んで水酸化アルミニウムを得る過程に就き研究し，純度良好の沈澱を得る一方法として不迪絞的に吹込む方法を試験したので此

＇の結果に就て報告する．
、休

自午前10.40

(17) 炭素電極製造に於ける粘結剌の粘租性と粘結機構（題目愛更）

昭和如工株式會社大町工場｛贋悶 正豆岱 (30分）
諏訪幹之助氏

粘結問の粘結機構は炭素電極戟造上甚だ重要なる問題であるに拘らず，未だ殆ど説明せられてゐない．我々は此の問題に闘し表面化

廓的並にピチュメン説的考察を典へ，更に重，縮合反應及び炭化牢の見地から之を追究した．本報に於ては特に後老に就て述べる．

(18) 活性物質に闊する研究（第 1 報） 喜靡品嘉盃嘉｛雪召］言岱 (20 分）
回橋 新一氏

天然に産する活性物質とし•e・翫要なものに（酸性白土）ベントナイト等の珪酸アルミニウム類がある．此等の物阿は油脂類の精製剌と

して古くより使用されて来たものであるが最近特に高級滑油の製造，航空椴用高オクタン伯燃料合成等に栢めて頂要視さるとに到つ

た．本研究は活性物質に蒻する基礎的研究の一部であり本報告に於ては特に酸性白土（活性白土）とベントナイトとの相互藤係に就て行

つた研究の一部を述べる．

(19) 珪酸及び蓉土の容墨分析に就て 京都帝國大釦率部｛

゜

霜 攣 (15分）
野澤 一男氏

珪酸及び羞土は工業分析に於ても主に霞址分析が行はれてゐる藪多き試料に就ての工業分析として雨者の容址分析を試みた．荻者

は此の容滋分析を電淫滴定にてなせる結果に就て報告せんとす．
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